
 

 

 
 
 
    

 【 入試制度について知ろう！① 】 
「進路通信」では、入試制度、日程、手続きなどについて、何度かに分けてご説明いたします。ぜひ、３年生

だけでなく、１・２年生にも、少しずつ入試制度についての理解を深めてほしいと思います。 
 

 令和８年度 福島県立高等学校入学者選抜について  
 
県立高校入学者選抜に向けての動きは、毎年７月中旬に、各高校から『選抜方法一覧』が発表され、スタート

します。３年生には夏の教育相談で配付済です。この『選抜方法一覧』には、各高校の前期選抜、後期選抜にお
ける選抜方法（学力検査が何点、調査書が何点、特色検査や特色面接、一般面接の有無や方法など）やその高校
の入試全体についての概要が記載されており、最終版は１１月に発表されます。その後、『前期選抜募集要項』
で、日程や持参物、特色選抜で該当となる部活動などの詳細が発表されます。   
裏面に県立安積黎明高校の『選抜方法一覧』を掲載します。安積黎明高校の特色選抜は「学力検査」の傾斜配

点などが、昨年までと大きく変更されました。点数が小さい字で申し訳ありませんがご覧ください。『学力検査』
は福島県内すべての県立高校で共通の問題ですが、学力検査や調査書の配点、面接の有無などは高校によって異
なります。福島県教育委員会のホームページですべての高校について見ることができます。 

 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/r7koukounyushi.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査書の教科の評価についても、

５段階×９教科×３年分＝１３５点 

または音、美、保体、技家の評定を 

２倍して、１９５点満点とする高校

がほとんどですが、特定の教科の評

定を２倍するなどの『傾斜配点』を

実施する高校もあります。 

 

 通常、「学力検査」は 

５０点×５教科＝２５０点満点 

ですが、須賀川桐陽高校数理科学科

の『特色選抜』では数学・理科の得

点を 1.5 倍して 300 点満点としま

す。このような『傾斜配点』を実施

する高校・学科もあります。 

昨年度から『アドミッション・ポリシー

（入学受け入れ方針）』が公表されるように

なりました。「どのような生徒に入学してほ

しいか」が示されています。 

 『前期選抜』は、『特色選抜（「志願して欲しい生徒像」に応じた自分の志願したい高校

を主体的に選択し出願できる選抜）』と『一般選抜（中学校における学習活動の成果を総

合的にみる選抜）』があります。『特色選抜』と『一般選抜』を併願することも可能です。 

 「学力試験」は行わず、「調査書」と「面接試験」、「小論文または作文」で合否判定が

行われる高校が多いです。「面接試験」の中で教科の学習内容に関する質問をする高校も

あります。 

特色選抜受験者が受ける面接試験を『特

色面接』、一般選抜受験者が受ける面接試

験を『一般面接』といいます。 

自分が受験する高校では面接試験がある

のかないのか、集団面接なのか個人面接な

のかは、ここで確認します。 

 

須賀川三中進路通信 No. ８ 

令和７年９月５日発行 

『特色検査』では、

部活動などの実技、プ

レゼンテーションなど

が行われます。特色選

抜受験者でも『特色検

査』を実施しない高校

もあります。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/r7koukounyushi.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

調査書の教科の評価についても、

５段階×９教科×３年分＝１３５点 

または音、美、保体、技家の評定を 

２倍して、１９５点満点とする高校

がほとんどですが、特定の教科の評

定を２倍するなどの『傾斜配点』を

実施する高校もあります。 

 

 

特色選抜受験者が受ける面接試験を

『特色面接』、一般選抜受験者が受ける

面接試験を『一般面接』といいます。 

自分が受験する高校では面接試験があ

るのかないのか、集団面接なのか個人面

接なのかは、ここで確認します。 

 

 『後期選抜』は、『前期選抜』で定員を満たさなかった高校・学科でのみ実施されます。 

 「学力試験」は行いません。「調査書」と「面接試験」、「小論文または作文」で合否判定が行わ

れる高校が多いです。「面接試験」の中で教科の学習内容に関する質問をする高校もあります。 

 通常、「学力検査」は 

５０点×５教科＝２５０点満点 

ですが、須賀川桐陽高校数理科学

科の『特色選抜』では数学・理科

の得点を 1.5 倍して 300 点満点と

します。このような『傾斜配点』

を実施する高校・学科もありま

す。 


